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大変ユエーグなおもしろい木が出た.もともと本書を

含む全36巻のエンジニアリング・サイエンス講座そのも

のが，これまでの講座とは軌を異にした体系のものであ

るが，本書は，その社会工学的な分野の柱石とも託うべ

きものであろう. 内特は次夫のように 5 章 18節から成

る.

表 1

章番号 i 立 (頁数)1 一一 節

1 I 社 枇昨………シ川吋一スげ山テ払ム皇rrγシ以山……ス計山…テ弘山ムωの ( 件向町一形抑件ゲれ一…一表矧現表 控法、 (1 5舟) 
4主主上関数形ゲームによる表現

(頁数) 1参考文醐

配分とコア (4 ) 

全関係体のと部安分定性(と38の]
配分の支配関係 (3 ) 

2 平均提携値とコア (9) 10 

総形技術のもとでの生産システム (6 ) 

手付を前提としないゲームとコア (10) 

異議巾し \1.ての論Pl' (9 ) 

3 交渉の論L'l' (35) 均衡の論即 (9) 9 
{の論理 (7) 

水資源共同開発事業における仁 ( 9) 
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は，社会システムの活動に多大の意義を持つ選択の問題

と取り組み，多数決原理などに関して根本的考察を行な

う.最後の第 5 章は，いわばまとめの章であり，第 2 章

と第 3 章に対する理論的な背景などをふまえた検討を展

開する.なお，各主主で設定あるいは立証している諸積の

定義や定理の数は次表のとおりである.

このように，従来の類書と比較すべきにも，その類書

表 2

子町定義 I fい3

9 

があまりないような新しい試みの成警であ

り，読者からの評価にしても，今後いろいろ

と各方聞からの多角的な反響を期待できょ

う.なお，各章末の演習問題は，単に各章に

対する演習的な内容ではなく，その問題自体

各章それぞれきっちり 10問すeつの演習問題(計50問， 新しい考察を招来する点が少なくないので，各問題に対

解答なし)と参考文献が附されている. する筆者のユニークなアプローチを，ヒントとしてでも

150 ベージ余の， けっして大部と言われない本書の中 巻末に附記してあれば，錦上花を添える結果となったの

で，社会システムというもののかもし出す諸般の問題の ではなかろうか.

基礎となる部分について，従来とはちがった新しい観点 なお，筆者は「はしがき J で、社会工学についての抱負

からのアプローチをまとめている.まず，第 l 章では， の一端を述べておられるが，本書全般のいき方として

本書全体に対する序章と百うべきものである社会システ も，理工学の分野にある人々に対して，ゲーム理論など

ム，およびゲームに関する定式化の方向を，具体的事例 を通じて社会的問題への関心を喚起するよう配慮してい

と理論的考察によって要領よくまとめている.ついで第 る.

2 '章では，システムの全体と各部分との協調を，ゲーム 以上のような観点からして，本書は，社会工学への意

のコアを基調として吟味する.そして第 3~においては， 欲的なアプローチとして提示されたものであるととも

社会システムを構成する相互の立場での交渉と仁の問題 に，今後の多角的な論議検討に対する一里塚として，責

についての基本的な定式化を提示する.さらに第 4 章で 要な役割りを来たすものであろう( 'i'i野文友)
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